
行政指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年）（平成18年） （平成22年）

経常収支比率 87.8％ 86.8％ 86.5％ おおむね80％台を維持

公債費比率 09.2％ 09.9％ 09.8％ おおむね12％を超えないこと

実質公債費比率
（ ）の数値は （12.7％） （13.0％） 12.9％ おおむね16％を超えないこと
準公債費比率

人件費比率 24.3％ 21.5％ 20.0％ おおむね24％を超えないこと

∏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
の
住

民
協
議
会
の
活
動
を
踏
ま
え
、
町

会
・
自
治
会
等
地
域
組
織
の
活
動

の
活
性
化
を
支
援
し
、
安
全
安
心

や
地
域
ケ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
や

住
民
協
議
会
・
市
民
協
働
セ
ン
タ

ー
の
活
動
と
の
連
携
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
転
入
者
に
対

す
る
情
報
提
供
な
ど
、
よ
り
多
く

の
市
民
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

π
国
立
天
文
台
を
中
心
と
し
た
教

育
・
研
究
機
関
や
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
大
学
と
連
携
し
、
地
域
再
生

計
画
「
科
学
技
術
と
科
学
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技
術
を
産

業
に
活
か
せ
る
人
財
の
育
成
や
科

学
文
化
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
人

財
育
成
な
ど
を
図
り
ま
す
。

∫
さ
ら
な
る
民
学
産
公
の
連
携
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
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第7部

創
造
性
と
豊
か
さ
を
ひ
ろ
げ
る

生
涯
学
習
・
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
る

い
く
た
め
、
市
内
・
近
隣
の
大
学
・

研
究
機
関
及
び
企
業
を
始
め
と
す

る
多
様
な
主
体
が
所
有
す
る
知
的

資
源
等
の
地
域
開
放
に
つ
い
て
の
活

用
策
を
探
り
、
新
た
な
事
業
展
開

の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

∏
自
治
基
本
条
例
の
普
及
・
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
１
０
を

着
実
に
推
進
し
、
行
政
運
営
の
さ

ら
な
る
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

π
既
存
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

全
般
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
を
抑
え

つ
つ
効
果
的
な
保
全
整
備
を
実
施

す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公

共
施
設
の
計
画
的
な
耐
震
改
修
や

整
備
を
進
め
ま
す
。

∫
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お

け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
や
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
っ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

《
生
涯
学
習
活
動
》

∏
市
民
・
関
係
団
体
か
ら
幅
広
く

意
見
聴
取
を
行
い
策
定
し
た「
み
た

か
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
２
０
１
０
」の

推
進
を
図
り
ま
す
。

π
今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
鷹
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
大
学
機
構
と
の
連
携
に

よ
り「
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
」

の「
教
育
・
学
習
」「
研
究
・
開
発
」

「
窓
口
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
三
機

能
に
よ
り
福
祉
、
環
境
学
習
、
防

災
教
育
、
起
業
家
育
成
支
援
な
ど

幅
広
い
人
財
育
成
や
、「
ま
ち
づ
く

り
総
合
研
究
所
」
事
業
の
実
施
、

「
教
育
・
子
育
て
研
究
所
コ
ー
ス
」

事
業
の
実
施
な
ど
多
様
な
事
業
を

通
じ
て
総
合
的
な
生
涯
学
習
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

∫
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
生
涯
学
習

シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
で
安
定
し
た

運
用
を
図
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
情
報
提
供
や
、
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
予
約
可
能
施
設
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。

《
図
書
館
活
動
》

∏
新
川
・
中
原
地
区
に
整
備
す
る

予
定
の
南
部
図
書
館（
仮
称
）に
つ

い
て
、
市
内
・
近
隣
の
大
学
・
研

究
機
関
に
対
し
て
行
っ
た
知
的
資

源
の
地
域
開
放
に
お
け
る
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
財
団
法
人
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
財
団
と
の
協

働
に
よ
り
特
色
あ
る
市
立
図
書
館

の
計
画
期
間
内
整
備
に
向
け
た
検

討
を
行
い
ま
す
。

π
南
部
図
書
館（
仮
称
）の
整
備
や
、

図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
確

立
に
取
り
組
む
中
で
、
そ
の
強
化

の
視
点
か
ら
移
動
図
書
館
の
活
用

を
図
る
と
と
も
に
下
連
雀
図
書
館

を
廃
止
し
ま
す
。

∫
図
書
館
に
来
館
で
き
な
い
市
民

の
方
を
対
象
に
し
た
図
書
の
配
達

制
の
導
入
と
、
予
約
図
書
を
図
書

館
以
外
の
公
共
施
設
等
で
受
け
取

れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
進
め
ま

す
。

ª
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
図
書
館

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て

の
機
能
充
実
を
図
り
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

導
入
な
ど
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
環
境
整
備
も
行
い
ま
す
。

∏
こ
れ
ま
で
実
施
時
期
の
見
直
し

を
行
っ
て
き
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）に
つ
い
て
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
方
針
や
公
共
施
設
の
整
備
方
針

の
検
討
と
合
わ
せ
て
、
建
設
地
や

施
設
の
あ
り
方
及
び
民
間
の
資

金
・
能
力
を
活
用
す
る
手
法
も
含

め
て
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

π
東
京
都
の
公
園
整
備
計
画
に
合

わ
せ
、
都
や
関
係
自
治
体
と
協
議
の

う
え
で
調
布
基
地
跡
地
の
武
蔵
野

の
森
公
園
や
野
川
大
沢
調
節
池
を

活
用
し
て
自
然
と
調
和
し
た
大
沢

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
す
。

∫
平
成
25
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
第
68
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催

に
向
け
て
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、

競
技
場
の
整
備
・
運
営
体
制
の
確

立
を
図
り
ま
す
。

∏
子
ど
も
た
ち
が
、
絵
本
を
通
し

て
親
や
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
、
生
き
生
き
と
豊
か
に
成

長
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
文
化

の
創
造
を
目
指
し
て「
み
た
か
・
子

ど
も
と
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
特
色
あ
る
拠
点
と
し
て
、
国

立
天
文
台
１
号
宿
舎
の
保
存
・
活

用
等
に
よ
り「
星
と
森
と
絵
本
の
家

（
仮
称
）」を
整
備
し
ま
す
。

π
今
な
お
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る

三
鷹
ゆ
か
り
の
作
家
で
あ
る
太
宰

治
の
没
後
60
年（
平
成
20
年
）、
生

誕
１
０
０
年（
平
成
21
年
）の
記
念

事
業
と
し
て
特
別
展
の
開
催
な
ど

を
行
い
、
太
宰
の
魅
力
を
内
外
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

∫
地
域
文
化
財
の
保
護
・
活
用
を

図
る
た
め
の「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

事
業
」を
推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
水
車
経
営
農
家
地
区
か
ら
、

大
沢
の
里
周
辺
地
域
に
拡
大
し
て

実
施
し
、
既
存
施
設
や
関
係
団
体

と
の
連
携
を
図
る
な
か
で
整
備
と

公
開
を
進
め
ま
す
。

合
わ
せ
て
中
核
と

な
る「
コ
ア
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム（
地
域
博
物

館
）」整
備
の
検
討

も
進
め
ま
す
。

2
市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

3
芸
術
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

第8部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展
開
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
展
開
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

第8部　主な主要事業のスケジュール

1
生
涯
学
習
の
推
進

協働指標 計画策定時の状況 前期実績値 中期実績値 目標値
（平成12年） （平成15年） （平成18年） （平成22年）

コミュニティ・センター、 893,718人 913,138人 873,661人 920,000人地区公会堂の利用者数

第8部　主なまちづくり指標

「経常収支比率」、「公債費比率」、「実質公債費比率」、「人件費比率」の4指標は、自治体経
営の上で地方財政の健全性を診断するための重要な指標とされています。行財政改革の徹
底等を通して、収入と支出のバランスのとれた、安定した行財政運営の推進を図ります。

コミュニティ・センターや地区公会堂の計画的な保全・活用を図るとともに、住民協議
会や町会・自治会等の活動への支援により、コミュニティ施設の利用者数を増やします。

計画期間
（平成22年）の目標

後　期

市民協働センター
の運営

市民協働センタ
ーの協働運営の
実施・拡充

中期達成状況
（18年度末）

運営体制の検討

19 20 21 22

ファシリティ・マネ
ジメントの推進 推進 推進

推
進

協働運営体制の
実施・拡充

基
本
計
画
の
第
２
次
改
定
及
び

今
後
の
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
実
施
す
る
上
で
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
に
、
市
の
各
施

策
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

ど
の
程
度
重
要
だ
と
感
じ
、
ま
た

ど
の
程
度
満
足
さ
れ
て
い
る
か
を

調
査
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
２
月

か
ら
３
月
を
調
査
期
間
と
し
て
無

作
為
抽
出
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市

内
在
住
の
15
歳
以
上
の
３
千
５
百

人
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

基
本
計
画
の
第
２
次
改
定
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

上
で
の
基
礎
情
報
を
お
伝
え
す
る

た
め
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
全
３
回
の
ま
ち
づ
く
り

連
続
講
座
と
し
て
、「
三
鷹
を
考
え

る
論
点
デ
ー
タ
集
」（
平
成
19
年
３

月
発
行
）
を
用
い
て
市
の
現
状
と

課
題
、
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い

て
お
話
し
、
直
接
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

市
民
意
向
調
査
の
結
果
や
ま
ち

づ
く
り
連
続
講
座
の
際
に
出
さ
れ

た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
基
本
計
画

の
第
２
次
改
定
に
関
す
る
基
本
的

方
向
を
「
基
本
方
針
・
討
議
資
料
」

と
し
て
ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
お
示
し
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
10
月
14
日
発
行
の
広

報
み
た
か
特
集
号
に
お
い
て
、
第

３
次
基
本
計
画（
第
２
次
改
定
）の

「
骨
格
案
」の
概
要
を
掲
載
し
、
回

答
用
の
は
が
き
を
貼
付
し
て
、「
骨

格
案
」に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
広
く
意
見
を
募
集
し
ま

し
た
。

第
３
次
三
鷹
市
基
本
計
画（
第
２

次
改
定
）の「
骨
格
案
」及
び「
素
案
」

の
確
定
後
、
そ
れ
ぞ
れ「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」を
開
催
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し

ま
し
た
。「
骨
格
案
」に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、「
素
案
」に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
７
回
ず
つ
と
、
市
役
所
庁
舎

で
１
回
の
合
計
15
回
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」に
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
々
や
、
グ
ル
ー

プ
で
の
学
習
・
提
案
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
に
、
ご
希
望
の
日
程
で

「
出
前
説
明
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。

「
骨
格
案
」に
つ
い
て
は
６
回
、「
素

案
」に
つ
い
て
は
１
回
、
合
計
７
回

の
出
前
説
明
会
を
実
施
し
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市民参加と
市民意見等の反映

第3次基本計画の第2次改定にあたっては、さらなる市民参加の推進を図るため
に、より幅広い市民の皆さんの参加を得ることと、より参加しやすい環境を整える
ことに配慮しました。市民意向調査やはがきによるアンケートの実施、住区ごとや
課題別に開催したまちづくり懇談会などのほか、平成18年4月に施行された自治
基本条例に基づくパブリックコメントの実施など、数多くの参加の機会を設けて改
定作業を進めました。また、特に今回、新しい試みとして、無作為抽出による市民
参加によって広く市民の皆さんのご意見を伺う討議会形式の「まちづくりディスカ
ッション」を開催しました。

市
民
参
加
の
取
り
組
み

１
市
民
意
向
調
査

ま
ち
づ
く
り
連
続
講
座

2
「
三
鷹
を
考
え
る
論
点
デ
ー

タ
集
」学
習
会

2
「
21
世
紀
型
自
治
体
」の

実
現
と
都
市
自
治
の
確
立

6
出
前
説
明
会

4
「
骨
格
案
」に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

5
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

3
「
基
本
方
針
・
討
議
資

料
」の
広
報
掲
載


